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学校通信第 2号の題字は、本校高等部 2組の生徒の作品です。 

防災について 
杉の子本校で行っている防災教育と防災訓練を紹介します。 

＜防災教育＞＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

① 避難訓練の事前学習 

 

② 防災講話 

 県の防災教育支援事業を利用し、講師の方に来ていただきました。映像を見て学習した後、実際に身を

守るダンゴムシのポーズを練習しました。地震や津波の動画は小学部の児童も静かに集中して見ることが

できました。災害の怖さを雰囲気で実感できた子もいたようです。 

   



③日常生活の中で行う初期動作の練習 

 小学部Ｂ課程では、毎日行っているリトミックの活動中に緊急地

震速報を流し、とっさにダンゴムシのポーズをとる練習をしていま

す。２学期から始めたばかりで、まだうまくできていませんが、毎

日繰り返すことで少しずつ定着させていきたいと思っています。今

後、小学部Ｃ課程や中学部・高等部でも実態に応じた初期動作の練

習を日常生活の中に取り入れていく予定です。ご家庭でも緊急時の

対応について話し合ってみて下さい。 

リトミックでダンゴムシポーズの練習 

＜防災訓練＞＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

避難訓練は年３回行っています。 

①地震や火災を想定した避難訓練 

先生の指示に従って鈴鹿病院の南側のスペースに避難します。 

１学期は日時をお知らせして訓練を行いましたが、２学期は訓練

日時を知らせず、抜き打ちで訓練を行います。1 学期の訓練では

引き渡し訓練も行いました。 

②スクールバス乗車時の避難・引き渡し訓練 

スクールバスで下校中、大きな地震が起こったことを想定した

訓練です。緊急停車した後、保護者に場所を連絡し引き渡しを行います。今年度は２台のバスで訓練

を行う予定ですが、来年度以降すべてのバスで行う予定です。 

③災害ダイヤル訓練 

9 月始めに行ったときは、訓練日時の周知がうまくいかず、正確に伝言が伝わったのは全保護者の半

数以下でした。周知方法を検討し 10 月にもう一度訓練を行う予定です。 

 

  防災訓練は、緊急時に落ち着いて命を守ることができるようにするための欠かすことのできない練習

です。避難場所として病院の敷地をお借りすることもあり、また、引き渡し訓練では、多くの車が学校

に集中します。病院、地域のみなさまのご理解ご協力に感謝いたしますとともに、今後もご協力よろし

くお願いいたします。 

 

最後に…。 

昨年度、ＰＴＡより、ベルマークで防災ヘルメットと防水ラジ

オを購入していただきました。ヘルメットは教室や職員室前の廊

下にすぐに誰でも被ることができるように置いてあります。緊急

時はこれを被ればよいので、災害時にヘルメットや防災頭巾を教

室まで取りに帰ることなく素早く避難できます。ありがとうござ

いました。 

 

 

 

 



 杉の子本校 文化祭のご案内 
 

何かとお忙しいことと存じますが、万障お繰り合わせの上、ご来校いただきますようお願いいたします。 

 

１．日時  平成２５年１１月 ８日（金） 

１１月 ９日（土）＜保護者、一般公開はこの日のみです＞ 

 

２．１１月 ９ 日（土）公開日日程 

9:00   9:45                    11:40            12:30                 13:50   14:20    14：30 

 学部発表（休憩含む） 

（体育館） 

保護者･一般公開 

（児童生徒は発表時の

み体育館へ） 

 

・ 昼食 

・ 展示見学 

（図書室・ロビー） 

・ 児童生徒作品展

示 
（図書室・ロビー） 

Ｐ
Ｔ
Ａ
企
画 

（体
育
館
・プ
レ
イ
ル
ー
ム
）                          

 

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ 

（体
育
館
） ・ お楽しみコーナー 

１２：３０～１３：３０ 

（体育館・プレイルーム） 

 

 

・ 車でお越しの方は、ダム下駐車場への駐車をお願いいたします。駐車場に限りがありますので、でき

るだけつめて駐車することにご協力ください。 

・ 観覧席は設置しておりませんので、必要に応じて敷物等ご準備ください。 

・ 昼食につきましては、各自でご用意ください。 

 

 

♪「まほうのとびらをあけて ぼうけんにでかけよう」♪ 

とびらをあけると、何が始まるのか・・・ 

・・・劇あり 音楽あり ダンスあり・・・ 

子どもたちがグループごとに 

好きなこと 得意なこと 頑張ったことを 

発表します。 

キラッと光る姿を楽しみにしてください。             

 

 

  

 

 



 

「花をさかそう」 

   

一人ひとりみんなちがうけど、みんな素敵な 

花をステージいっぱいにさかせよう！ 

大好きな歌、一生懸命練習した楽器演奏と太鼓、 

力いっぱい踊るソーラン・・・ 

みんなが一生懸命がんばってきたことを一人 

ひとりが精一杯の思いで発表します。 

最後は、全員の笑顔の花でいっぱいに！ 

みなさんお楽しみに・・・！ 

 

 

 

みんな元気に二学期がスタート、さっそく文化祭の話合いに入りました。例年、通学生と訪問生

のコラボで、ひとつの舞台発表を作り上げてきましたが、今年度も同様にみんなで相談・練習しな

がら楽しい企画を進めていきます。今年の高等部のテーマは、「出没!アドスクール天国 in杉の子高

等部」です。今年も楽しい発表間違いなし!! 

みなさんお楽しみに!! 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



石薬師分校より  

７月～９月の分校の様子を紹介します。 

 

サッカー合同練習会 

７月２７日（土）、津市海浜公園にてサッカーの合同練習会が開かれました。杉の子石薬師分校と、西日

野にじ学園、伊賀つばさ学園、玉城わかば学園、稲葉の５校でリーグ戦を行いました。杉の子石薬師分校

は第一試合の西日野とは２対１で勝ち、第２試合のわかばとは０対３で負け、第３試合の稲葉とは０対１

で勝ち、第４試合のつばさとは３対２で勝ちで全５校の中で３位となりました。この試合は、この１１月

に行われる校長杯兼東海大会県予選のシード順を決める大会でもあり、県予選の初戦は稲葉と対戦しま

す。 

 

 

１年宿泊

学習 

９月２５日（水）２６日（木）の二日間、三重県立鈴鹿青少年センターで１年の宿泊学習を行いました。

１日目はホンダ社会活動推進センターの職員さんより段ボールを使っての二足歩行ロボット「ASIMO」

とフォーミュラーカーを作り方を教わりました。夕食の後は研修館にて文化祭の学習発表の練習を行いま

した。２日目は青少年の森でクラス対抗のウォークラリーを行いました。いくつかのチェックポイントで

メモをとり、スタートからゴールするまでの時間とクイズの正解数で競い合い、３組が９７点で優勝しま

した。分校へ入学してからはじめての学校を離れての宿泊でしたが、全員参加のもと楽しい一時をみんな

で過ごすことができました。また、最後には全員で記念写真を撮りました。 

 

 

 

 

 

 

        段ボールで作った ASIMO                青少年の森で                

 

 

 

 

 

      研修館でラジ

オ体操       クラス別のウォークラリー      退所式でセンター長さんへお礼 

石薬師高校との交流 



９月２５日（水）、昼食交流が行われ、石薬師高校から生徒の 皆さんがお弁

当を持って、分校の各教室で一緒にお話をしながら昼食の楽し い一時を過ご

しました。また、９月２５日（金）には多目的室にて放課後交 流が行われ、

ペットボトルアートに取り組みました。分校からは８名、石薬 師高校からは

８名の生徒の皆さんが参加し、色の付いた小さく切ったペット ボトルを額に

貼り付けていきました。石薬師高校の生徒の皆さんと一緒に一つの作品を作った人もいて、協力しながら

楽しい一時を持ちました。また、１０月４日（金）には文化祭看板文字を参加者全員で作りました。 

 

 

文化祭学

習発表の

練習 

１０月１０日（木）１１日（金）に行われる

文化祭の学習発表に向け、学年単位で練習が行われています。宿泊学習時の青少年センターや武道場、防

災倉庫前の広場などいろんな場所で熱心に取り組む姿が見られます。本番まであともう少しです。 

 

 

 

 

 

 

  

  鈴鹿青少年センターで        防災倉庫前で           中庭で    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               武道場で合唱「ふるさと」の全体練習      

 

 

 

 

 

 



 

 

 

石薬師分校の「今年度の行動計画」への上半期の取り組み状況です。 

（１） 小中高の一貫した教育内容の整備を行う。 

地域と連携した一貫性のあるキャリア教育を推進する。  

○教務部内での課題の共通認識を図る。今後の方針を探り、次年度以降に活かす。 

本校・分校合同の教科書選定委員会を行い選定において両校で調整をした。本校・分校合同でのＢ課程

委員会を行い、全体会で両校の課題を共有した後、分科会で意見交流を行った。本校・分校合同の教務

部会は開催できていない。 

○地域の福祉施設と協力して「進路資源リスト」の作成し、本校・分校とも生徒・保護者に配布する。 

パートナーシップ会議を開催し、そこでの意見を参考として職業教育・進路学習を行う。 

資源リストを作成し全保護者および関係機関に配布した。パートナーシップ会議も 2 回開催したが、当

日になっての欠席（6）も有り、25社（機関）にとどまった。ただ、パートナーシップ会議の日程が合わ

ず別の機会に学校見学をしていただいた企業もあり、ほぼ目標は達成できた。 

 

（２）保護者や地域への情報発信を積極的に行う。  

○分校の教育活動にかかわる情報を HP を利用して発信する。 

ＨＰで行事ごとに写真で様子を伝えたり、月１回行事予定を更新してきた。 

６月下旬から９月下旬までの閲覧数の月平均は延べ 279.6人である。 

○本校分校共通の通信を発行し、両校の保護者に配布する。 

７月と１０月には、本分共通の「がっこうだいすき 杉っこ通信」を発行した。 

 

（３）学校全体で情報や課題の共有を図り、学校の組織力を高め、問題解決に取り組む。 

○生徒の緊急時等の対応について、救急法研修会を計画・実施する。 

夏休みに、救急法研修会を実施した。参加率５５％、集約アンケートから「今後に活かせそうである」

など教員の専門向上につながると思われる回答は 90％であった。満足度も半数以上の回答者が 90％以上

であった。 

○デスクネッツと紙媒体を併用し、分校内および本校分校間の情報共有を図る。 

毎日午後に、教頭が本校へ出向き、本校と分校との管理職間で情報共有を図った。また、お互いの研修

会に職員が参加をした。 

○生徒の特性理解や多様化している課題に対応するための全体研修会を企画する。 

夏季休業中に本校分校合同の研修会を２回（教材づくり、教材研究）実施した。アンケートでも８０％

以上の満足が得られた。 

○子どもを取り巻く人権に関する実態や人権教育に対する教職員の意識を把握し、人権のとりくみに反映

する。 

２学期後半に、人権デー（人権学習）や教職員対象研修会の実施を予定している。その約二週間前に意

識調査等のアンケートに取り組む予定にしており、現状においてはまだ実施していません。 

 

 

分校よりお知らせ 



（４）特別支援教育における地域のセンター的機能を果たすため、保護者や地域、高等学校等との連携

を深める。  

○地域のセンター校として、分校見学会等を通じて鈴鹿・亀山地域に向けた情報発信をし、更なる諸機関

との連携を継続的に進めていく。 

○高等学校に向けてのセンター的機能を推進していく。とりわけ、石薬師高校との情報交換会を学期に１

回程度持ち、本校との連携も密にして情報発信を進めていく。 

分校見学会では、６０名以上の参加があり、それ以後就学相談の連絡が入っている。 

石薬師高校とは１学期に授業見学を２回行い、その後の情報交換会を１回持った。また、協創活動支援

事業を受けての研修会へは、石薬師高校や２校の高校や中学校の教員の参加もあり、地域との連携が徐々

に進んできている。また、石薬師高校の人権教育講師として派遣を依頼された。 

○地域（関係機関・福祉施設・一般企業）との連携を深めるための会議を開催し、また他機関主催のそう

した会議・行事に積極的に参加する。 

パートナーシップ会議を 2回開催。自立支援協議会・就労部会に加え相談部会にも参加、のべ 11回参加

した。 

 

（５）安心・安全な学習環境の整備に努める。  

○石薬師高校との連携を深め、よりよい教育環境の実現を図る。 

石薬師高校との毎週の打ち合わせ会の内容は、紙面と口頭にて朝の打ち合わせで共有を図った。日々、

石薬師高校教頭と情報交換を行い、両校の教育課題などを話し合い、良好な関係を保っている。 

○新棟建設に向け、生徒増に伴う作業室の確保と条件整備に努める。 

７月と 9 月に、新作業実習棟設備充実に向けて、購入備品の確認など２回の会議を持った。また、職員

会議では簡単な図面を用いて新作業実習棟の概要を共有した。 

 

○大地震・災害時における危機管理の充実を図る。 

アンケートの回収率が高くなかったが、評価としては「意識が高まった」という意見が出ていた。 

今後の取り組みとしては、より多くの教職員に参加を呼びかけるとともに、アンケートの回収率を高め、

教職員の意識を把握して、防災に対する意識向上に努めていきたい。 

【これまでの取り組み】 

・起震車の乗車体験＜対象：生徒＞（6月 10日） 

・炊き出し及び発電機の動かし方研修＜対象：教職員＞（6月 27日） 

・石薬師高校との合同避難訓練＜対象：生徒・教職員＞（7月 5日） 

 

  【今後の取り組み】 

   ・スクールバスの非常口脱出訓練＜生徒・教職員＞（10月 11日） 

   ・アナウンス訓練（想定：地震）＜生徒・教職員＞（10月 15日～18日） 

   ・災害伝言ダイヤル＜教職員・保護者＞（調整中） 

   ・引き渡し訓練＜生徒・教職員・保護者＞（予定）  

 

 

 

（６）大地震等を想定した防災対策、防災教育の充実を図る。  



 

 

 

 

学校だより第 1 号でお知らせした「目指す学校像」を実現するための「今年度の行動計画」への上

半期の取り組み状況をお知らせします。 

（１）小中高の一貫した教育内容の整備を行う。 

地域と連携した一貫性のあるキャリア教育を推進する。 

 

＜進路を見通した教育活動・地域との連携＞ 

① ・夏季休業中に地域の生活介護・就労継続支援Ｂ型・就労移行支援の各事業所へ見学・研修に教職

員         約５０名が参加。また、１０月末に各事業所が学校見学を行い連携を深める

予定です。 

・進路見学会（１０月）や進路講演会（分校と共催で１１月）を実施し、事業所の様子や卒業生の話

を聞く機会を作る予定です。 

・キャリア教育の為のアセスメントシートの記入を 1学期中に実施し、 

研修しました。２学期以降に修正意見などを集約し、今年度中に改 

訂版のシートを作成する予定です。 

・９月のＰＴＡ講演会で、進路に関する講演会を行いました。 

（本校保護者 11名、分校保護者 5名参加） 

・今年度初めて保護者対象の分校見学会を実施 

（９月実施済、１１月２回目を予定）                 保護者対象 分校見学会 

＜小中高の連携＞ 

① 在籍する児童生徒の多様な障がいの状態に応じた教育が行われるように、教育課程の見直しを行っ

ています。 

② 個別の教育支援計画について、必要な資料を追加し、日々の教育活動に生かしています。また、

中学部、高等部進学時には、個別の教育支援計画に基づいた引き継ぎを行う予定です。 

＜課程別の連携＞ 

① 小・中・高、一貫した教育の創造に向けて、今年度はまず、夏季休業中に分校を含め、教職員が

担当する教育課程別に集まり、研修会を開きました。その中で授業内容や教育支援について情報

を交換しました。１２月に２回目を開催する予定です。 

 

（２） 保護者や地域への情報発信を積極的に行う。 

 

① 今年度より、保護者、地域、近隣学校等への理解を深めるために、学校の情報を学校便りとして

学期に１回発行しています。（第１号７月１２日、第２号１０月１０日、第 3 号 1 月予定） 

② 進路便りを学期１回発行しています。（第１号７月９日発行 過去 2 年ほどの進路状況、職場実

習の  様子を報告などを掲載） 

③ 学校ホームページを充実させ校外へ情報発信を行います。 

・学校ニュースを月ごとに更新しています。   

・１学期の学部ページを更新しました。 

④ コーディネーター便りを発行しています。（2 ヶ月に１回） 

本校よりお知らせ 
 



（３）学校全体で情報や課題の共有を図り、学校の組織力を高め、問題解決に取り組む。 

 

①学校全体の諸問題に関わる課題を明らかにし、解決に取組むための会議を月２回実施しています。 

②教職員の研修として、三重病院のソーシャルワーカーを招き、ソーシャルスキルトレーニングを 

実施しました。１２月には、違う内容で研修会を行う予定です。 

③病棟児童生徒の関係者との担当者会議を毎月実施しています。そこでは、学校教育への理解を深 

めるとともに、児童生徒の状況を情報交換し、学校生活が円滑に過ごせるように話し合いを進め 

ています。           

 

（４） 特別支援教育における地域のセンター的機能を果たすため、保護者や地域、高等学校等との連携 

   を深める。 

 

①教育相談、就学相談について随時実施しています。また、各地域支援事業は下記のとおりです。 

・学校見学会（本校６月２７日、分校７月１０日・１１日 ）     

  ・杉の子１日体験研修（６月１１日、１０月１０日）  

・杉の子特別支援教育連絡会議（７月１９日、１１月２０日） 

・スク－ルボランティア講座（９月８日、１０月６日、１１月９日） 

・夏季研修講座（７月３０日、７月３１日、８月５日）、 サマ－スク－ル（８月１日、２日） 

②本校中学部卒業生の分校高等部へのスムーズな移行を支援するために本校と分校との連携を深めます。 

（ア）本校卒業生の連絡会を４月に実施、２学期に 2 回目実施予定 

（イ）中 2 が分校見学会（5 月、6 月）、中 3 で分校体験（6 月）を実施しました。 

   

 

 

中２                                      中３ 

分校見学会                                   分校体験 

 

 

 

  

 

① 学校安全計画を作成しました。 

全職員で安全点検を行い、その後必要な個所の整理整頓、棚の固定等を行っています。 

 

（６） 大地震等を想定した防災対策、防災教育の充実を図る。 

 

① 防災への取り組み（学校便り 1、２ページをご覧下さい。） 

本校児童生徒の実態に応じた防災教育を探り進めていく。避難方法、引き渡し方法及び校内の 

設備点検など、昨年度の防災訓練を受けての課題について防災委員会で検討しています。 

・避難訓練（６月２４日：引き渡し訓練も同時に実施）。１０月９日抜き打ちで実施）。 

・防災講話（９月１１日・１２日実施）・災害ダイヤル訓練（９月５日実施。１０月１５日予定）   

・スクールバス引き渡し訓練（１１月予定） 

（５）安心・安全な学習環境の整備に努める。 



 

 

 

（変更する場合があります） 

 １０月１０日（木） 【分】文化祭 

１１日（金） 【分】文化祭（本校での学習発表）スクールバス避難訓練 

                      【本】中学部Ｄ課程修学旅行（菰野） 

 １０月１８日（金） 【分】現場実習壮行会 

 １０月２１日（月）～【分】３年現場実習（１１月９日（土）まで） 

【分】２年現場実習・１年校内実習（１１月１日（金）まで） 

  １０月２３日（水） 【本】中学部Ｂ課程修学旅行（東京方面）（１０月２５日まで） 

 １１月 １日（金） 【分】１年生徒・保護者進路見学会 

 １１月 ８日（金） 【本】文化祭 

           【分】分校・石高放課後交流 

     ９日（土）  【本】文化祭（一般公開日） 

 １１月１３日（水） 【分】分校・石高昼食交流 

 １１月１５日（金） 【分】現場実習報告会 

 １１月２０日（水） 【分】修学旅行（２年・東京方面）（１１月２２日（金）まで） 

 １１月２８日（木） 【分】進路講演会（卒業生の話を聞く会） 

 １１月２９日（金） 【本・分】スクールバス引き渡し訓練（稲生コース、海コース） 

 １２月２０日（金） 【本・分】２学期終業式 

   １月 ８日（水） 【本・分】３学期始業式 

  １月２４日（金） 【本】授業参観・ＰＴＡ懇談会 

    １月２９日（水） 【分】授業参観・ＰＴＡ懇談会 

  ２月 ７日（金） 【本】一日体験入学 

           【本・分】高等部入学者選考 

  ２月１３日（木） 【本・分】合格発表 

  ３月 ６日（木） 【分】卒業式 

    ３月 ７日（金） 【本】卒業式  

    ３月１１日（火） 【本・分】高等部入学者選考（再募集） 

  ３月１３日（木） 【本・分】合格発表 

    ３月中旬     【本・分】入学予定者説明会 

  ３月２０日（木）  【本・分】修了式・離任式 

 

 石薬師分校新作業実習棟の工事について 

 

 いよいよ１１月より、石薬師高校駐輪場跡地に石薬師分校の新作業実習棟の建築が始まります。作業が

始まると建築現場を柵で囲むため、作業室３前から西側へは通行できなくなります。完成までのしばらく

の間、学校内での動線なども変わり、ご迷惑をおかけしますが、生徒の安全には万全を期して作業を進め

て参りますので、ご理解とご協力をお願いします。 


